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　　　 船用筒形水 こ しの安全性評価

　　（第 1報　強度実験による安全性評価）

The　Safety　Assessment　ofCan 　Water　Filters　f（）r　ship
伊飼通明、三 浦　稔、西岡成憲、上本佳則

　　　　　　 平成 14年 3 月

　　　　　　船舟白標準第246 号

　平成 12年度から平成 13年度にお い て船用水 こ し規格

（JISF7121）の 見直 しが なされ、こ の 規格 の 安全 性を評価
すべ く （財）日本船舶標準協会と共 同 で 実験 ・解析 を行 っ

た。船用水 こ しは、船舶の 海水ポ ン プ な どの 入 口側に装

備され、冷却海水中に含まれ て い る ごみ を取 り除く目的

で使用 され る も の で あ る。航海中にメ ン テ ナ ン ス の た め

に清掃しなければならない ときもあ るた め、水 こ しは作

業性が重要視され て い る。こ の ため 、
こ しふ た と本体の

接続に ヒ ン ジ ピ ン （呼び径 125以上）が使用され 、 ふ た

の 取 り外 しが容易な構造 とな っ て い る。また、こ しふ た

と本体 の 接続 フ ラ ン ジは加 工性や漏れ に くい 等の 理 由か

ら平面座の 形状が採用され て い る。こ の ため、水 こ しを

組 み 立 て た 段階で、すで にふ た ボ ル ト締 め に よ る応力 が

発 生 して い る と考 えられ る。こ の こ とか ら、水 こ しにつ

い て は、こ の 応力を考慮 した安全 1生の 評価を行っ た。な

お 、実験 は 、 呼び 径 200の 水こ しを用い て 行 っ た。

本論文 で は次 の 結果 が得 られた。
（1 ）水 こ しの 強度実験か ら、実験圧力が IMPa にお い て

安全率 4．63 の 値 が 得られた 。 水圧検査圧 力が 0．3MPa で

あ る こ とか ら、安全性は十分確保 で きて い る と考える。
（2 ）ふ た ボル ト締めに よ る発生応力を考慮 した場合 、 安
全率は 4．63 か ら 3．30 と約 29％ ほ ど低下する。ふ た フ ラ

ン ジ が平面座形状の 圧 力容器等で は、安金性の 評価を行

うに 当た っ て 、やは りふ たボル ト締 め に よ る発 生応力を

考慮す る必要があると考える。
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　我 々 は中性子 と
一
次ガン マ 線ス トリ

ー
ミン グに関す る

簡易線量計算法 とそれに使用す るデ
ー

タベ ー
ス を開発 し

て きた 。 デ
ー

タベ ース は 円筒ダク ト、ス リッ トお よび 円

環ダ ク トに 対す るス トリ
ー

ミ ン グ線量減衰関数（SDAF ）
で ある 。 本研究 は こ の 簡易計算手法を二 次ガ ン マ 線 まで

適用範囲を広げるための もの で ある。新しいデー
タ ・ベ

ー
ス の作成に は MCNP −4B によるモ ン テカル ロ　（MC ）

計算を使用す る ． 計算 の信頼性 を確 か め るため ANISN
に よる Sn 計算と透過問題 に関 して 比較を行っ た。　 MC
計算で は FSXL 旧一J3R2 あるい は ENDF60 を、　 Sn 計算
で は VITAMIN−B6断面積を使用 した。これ らの 計算で は

MC と Sn 計算の 間 で わずか な差が 見 られたが、概ね よ

く
一

致 して お りMC 計算 の 信頼性が確か め られ た。デー

タベ ー
ス は コ ン ク リ

ー
ト中の 複雑形状部に対して作成す

る。コ ン クリ
ー

トの 元 素組成比 は花崗岩、安山岩、玄武

岩 を粗骨材とする コ ン ク リ
ー

トに対し透過計算を行い 、
二 次ガン マ 線量を安劃則に計算する観点か ら玄武岩 コ ン

ク リ
ー

トの もの を選んだ 。
コ ン ク リートの 密度は 同 じ く

透過計算から代表的なもの として 2 ，1 を選んだ 。 また、
入射放射線 の 性質がス トリ

ー
ミン グ線量に 及ぼす影響 を

調 べ る ため、入 射中性子 の エ ネル ギ
ー、方 向を変えた計

算を行っ た。さらに、円筒ダク トに対して い くつ か の ス

トリ
ー

ミン グ計算を行い 、二 次ガ ン マ 線 の 分布を調べ た。
こ れ らの デー

タを元 に 二 次ガ ン マ 線量の 簡易計算方法

を導出した。入射中性子は速、中速、熱 中性子群 に分け

た。直ダク トに対 し て は入 射中性子 の 各群に 対 して 用意

された SDAF を入射角度分布にあわせ て 内挿計算し、加

え合わせ る方法 で あ る。屈曲ダク トに 対 して は ス トリ
ー

ミン グ 2 次ガ ン マ 線を 3 つ の 成分に分け、それらに 対 し

て それぞれ計算式を導出 し加 え合わ せ た。式中の デ
ー

タ

と し て は、二 次 ガ ン マ 線線源及びス トリーミン グ中性子

による屈曲ダ ク ト中で の SDAF 及び透過 中性 子 に よ る二

次 ガ ン マ 線線量分布 で あ る。これ らの データ はデー
タベ

ー
ス として用意す る。データベ ー

ス は線源 として 3 つ の

中性子群、複雑形状部として 直および 屈曲円筒ダ ク ト、
直、屈曲お よび オ フ セ ッ トス リッ ト、そ し て 直 お よ び オ

フ セ ッ ト円環ダク トに対 して作成ずる。今後はデー
タベ

ース を完成させ 、簡易計算法の 評価 を行 う。
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